
体育科（６学年）シラバス
１．教科の目標
・各種の運動の課題を持ち，活動を工夫して計画的に行うことによってその運動の楽しさや喜びをあじわうことができ,
るようにするとともに，その特性に応じた技能を身に付け，体の調子を整え，体力を高める。
・協力，公正などの態度を育てるとともに健康･安全に留意し自己の最善を尽くして運動をする態度を育てる。, ,
・怪我の防止心の健康及び病気の予防に付いて理解できるようにし，健康で安全な生活を営む資質や能力を育てる。,

２．到達目標
観点 運動や健康・安全への関心 運動や健康・安全につい 運動の技能 健康・安全についての知識・
・意欲・態度 ての思考・判断 理解

進んで運動の楽しさや喜び 運動の特性に応じた自己 自己の能力に応じた課題を 健康の保持増進に必要な生活
目標 を求めるとともに，協力， の課題の解決を目指して， 理解して，運動を行うとと 行動及び病気の起こり方とその
公正などの態度を身に付 活動の仕方を考え，工夫し もに，運動の特性に応じた 予防について，課題の解決に役
け，安全に留意して運動を ている。また，病気の予防 技能を身に付けている。 立つ基礎的な事項を理解し，知
しようとする。また，病気 について，課題の解決を目 識を身に付けている。

， 。の予防について感心を持 指して考え 判断している
ち，自ら健康的な生活を実
践するため，進んで学習に
取り組もうとする。

３．年間指導計画
月 学習内容 学習のねらい
４ ○体ほぐし ○運動に親しみ、体の調子を整えたりして自分の体を管理し、楽しむ。
◇短距離走 ◇５０ｍ走の記録を測定し、フォームを意識して走ることができる。

◆マット □スピードを落とさないようにバトンパスを行うことができる。
５ □リレー ◆新しい技に挑戦したり、今できる技を使って連続わざをしたりして、跳び箱、
新体力テスト マット運動を楽しむ。安全に注意して、お互いが教え合い励まし合いながら、運

△走り高跳 動しようとする。
び △リズミカルな助走から高く跳び，友だちと競争したり，記録に挑戦することが

６ 病気の予防 できる。
☆鉄棒 ○食事に関係した病気を考えたり，歯や歯茎の病気について考え，望ましい生活

習慣の必要性を理解することができる。
７ ○体ほぐし ☆鉄棒でいろいろな上がり方や回り方・おり方の技ができるようになる。
水泳 ○クロール，平泳ぎで速く泳いだり，長く泳いだりすることができる。
９ 水泳
○表現運動 ○身体表現の目的に応じた身体の動かし方を覚え、楽しく踊る。

１０ ◇ハードルを用いて、リズミカルに走り抜け、記録を伸ばす。
◇ハードル走

★跳び箱 ★いろいろな技（台上前転，下向き横跳び，あおむけ跳び，首はね跳びなど）を
○表現運動 練習方法を工夫しながら取り組み、連続技を完成させる。

１１ （感じを表
す）

１２ 病気の起こり方 ◆バスケッ ・病気は、病原体・環境・生活の仕方・体の抵抗力などと深く関係して起こるこ
トボール とが分かる。

・病原体がもとになって起こる病気の予防は病原体を体内に入れないこと、体の
抵抗力を高める必要が有効なことが分かる。
◆パスやドリブル、シュートなどの技能を身につけ、試合に生かすとともにせめ
方や守り方を工夫して、サッカーやバスケットボールのゲームを楽しむ。

１ ○なわとび ◆ ◆パスやレシーブなどの技能を身につけ，ルールを守りながらソフトバレーボーソフトバレ

◇体力を高める運 ルのゲームをすることができる。ーボール

動（ペースランニ ◇長い距離の走り方を工夫し，自分にあったペースで走ることができる。または

ング） ○短なわを使っていろいろな跳び方ができるようになる。バスケットボ

２ △▼パスやドリブルなどの技能を身につけ，試合に生かすことができる。ール

△サッカー ▼バスケッ △▼せめ方や守り方を工夫して、ゲームを楽しむ。
３ トボール

○病気の予防 ○酒、たばこ、薬物などは利用の仕方によっては病気を起こすもとになるので、
その害について理解すると共に、利用や乱用を避けようとする意志を育む。
○エイズについて正しい知識を知る。

４．評価の観点・方法

以下の観点で評価します。行動観察 記録 発表会 学習プリント

５．保護者の皆様へ

体育着、赤白帽子など必要な準備物を忘れないように気をつけさせてあげてください。また体育の授業では子どもたち
の体の調子の把握が大切です。体調が悪いときには必ず連絡帳などでお知らせください。なお、年間を通して柔軟性や筋
力を高めるために家庭学習や準備運動等で体力づくり運動に取り組みます。


